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Ⅱ区 S Z c02全景 (西 より)

図版12 Ⅱ区 S Z c02全景 (東 より)

Ⅱ区 S Z c02全 景 (北 より)

図版13 Ⅱ区 S Z c02構 築状況 (西 より)

Ⅱ区 S Z c02構築状況 (北東より)

Ⅱ区 S Z c02構築状況 (北 より)

Ⅱ区 S Z c02裏込状況 (南西より)

Ⅱ区 S Z c02構築状況 (北 より)

Ⅱ区 S Z c02裏込状況 (東 より)

Ⅱ区 S Z c02構築状況 (北 より)

Ⅱ区 S Z c02裏込状況 (東 より)

図版14 Ⅲ区 全景 (左端はJR旧ホーム、南西より)

Ⅲ区 全景 (西 より)

図版15 Ⅲ区 全景 (上 より)

Ⅲ区 S P cl10(S B c07)土 層堆積状況

(東 より)

Ⅲ区 S P c109(S B c07)土 層堆積状況

(東 より)

Ⅲ区 全景 (東 より)

図版16 V～ Ⅳ区 調査前全景 (南 より)

Ⅳ区 S Z c03、 S Z c12ほ か全員 北西より)

図版17 Ⅳ区 S Z c03、 12全景 (上 より)

Ⅳ区 S Z c03、 12全景 (上 より)

図版18 Ⅳ区 S Z c03、 12全景 (東 より)

Ⅳ区 S Z c03、 12全景 (北東より)

図版19 Ⅳ区 S Z c03と 07、 12全景 (西 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07打設状況 (西 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07打設状況 (東 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07打 設状況北西より)

図版20 Ⅳ区 S Z c03、 07、 13全景 (西 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07(西 より)

Ⅳ区 S Z c03、 07、 12全景 (東 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07(西 より)

Ⅳ区 S Z c03と S Z c07の重複関係 (東より)

図版21 Ⅳ区 S Z c03、 12ほ か土層堆積状況

(北西より)

Ⅳ区 S Z c03、 12ほか土層堆積状沢 西より)

Ⅳ区 S Z c03、 12ほ か土層堆積状況

(南西より)

Ⅳ区 (I-6・ 7区③西壁部分)土層堆積状況

(北東より)

図版22 Ⅳ区 S Z c04全 景 (南 より)

Ⅳ区 S Z c04と S Z c12全景 (北 より)



図版23 Ⅳ区 S Z c04構築状況 (北 より)

Ⅳ区 SZcmと s z c12(北西より)

Ⅳ区 S Z c04と S Z c08(南 より)

Ⅳ区 S Z c04全景 (北 より)

Ⅳ区 S Z c04構築状況 (北西より)

図版24 Ⅳ区 S Z c05、 06、 SDcllほ か(北西より)

Ⅳ区 S D cll(奥にS Z c05、 06、 南より)

Ⅳ区 S Z c05、 06、 S D cllほ か(北西より)

Ⅳ区 S D cll(左にS Z c05、 06、 南西より)

Ⅳ区 S Z c05、 06、 S D cllほ か(北西より)

Ⅳ区 S Z c05、 06(右端はS D cll、

南西より)

Ⅳ区 S Z c06(上端はSDcll、 北西より)

Ⅳ区 S D cll土層堆積状況 (南 より)

図版25 Ⅳ区 S Z c12構築状況 (奥はS Z c03、

北西より)

Ⅳ区 S Z c03、 12構築状況 (北 より)

Ⅳ区 S Z c07(手前)、 S Z c09(奥 )、

(北東より)

Ⅳ区 S Z c07(右 )、 S Z c09(左 )(東 より)

図版26 Ⅳ区 S B c08全景 (南 より)

Ⅳ区 S P c255(S B c08)検 出状況

(北東より)

Ⅳ区 S P c256(S B c08)検 出状況

(北東より)

Ⅳ区 S P c257(S B c08)検 出状況

(北東より)

Ⅳ区 S P c261(S B c08)検 出状況

(北東より)

図版27 Ⅳ区 S Z c13全景 (西 より)

Ⅳ区 S Z c12、 04、 13全景

(奥の道路は推定中堀、北より)

図版28 Ⅳ区 全景(S Z c12(04、 13全景、上より)

I  Ⅳ区 S Z c13(右 )と S Z c12(左 )(東 より)

Ⅳ区 全景(S Z c12、 m、 13全景、南西より)

Ⅳ区 S Z c13構築状況 (北東より)

Ⅳ区 S Z c04を 利用したS Z c13構築状況

(西 より)

Ⅳ区 S Z c04を 利用したS Z c13構築状況

(西 より)

Ⅳ区 S Z c04を 利用したS Z c13構築状況

(西 より)

Ⅳ区 S Z c04を利用したS Z c13構築状況

(北 より)

図版29 Ⅳ区 S Z c13全景 (北西より)

Ⅳ区 S Z c13構築状況 (北 より)

Ⅳ区 S Z c13構築状況 (西 より)

Ⅳ区 S Z c13上面堆積土 (北西より)

Ⅳ区 S Z c13裏込 (北東より)

図版30 Vtt S X c09と S B c09全景 (上 より)

Vtt SXc09全景 (南西より)

Vtt SXc09と S B c09全景 (西 より)

V tt S X c09構 築状況 (北西より)

図版31 Vtt SZc03(中 央)と S X c09(右上)

(上 より)

Vtt S Z c03(中 央)と S X c09(右上)

(西 より)

図版32 Vtt SZc03と 前面礫群 (北 より)

V tt S Z c03構 築状況 (北 より)

図版33 Vtt SZc03構築状況 (西 より)

V tt S Z c03構 築状況 (北 より)

図版34 Ⅵ区 全景 (中央 S X c13、 14、 上より)

Ⅵ区 全景 (上 より)

Ⅵ区 全景 (奥 に屋島を望む、西より)

図版35 Ⅵ区 東壁土層堆積状況 (西 より)

Ⅵ区 東壁土層堆積状況 (西 より)

Ⅵ区 S K c15検 出状況 (東 より)

Ⅵ区 S K c16土層堆積状況 (北 より)

Ⅵ区 S X c10全景 (南西より)

Ⅵ区 S X cll全景 (南西より)

Ⅵ区 S Z c13検 出状況 (北西より)

Ⅵ区 S Z c13検 出状況 (東より)

図版36 Ⅶ区 全景 (北 より)

Ⅶ区 全景 (西 より)

図版37 Ⅶ区 全景 (中 央にS Z c01、 東より)

Ⅶ区 S K c21土層堆積状況 (東 より)

Ⅶ区 S K c20土層堆積状況 (北 より)

Ⅶ区 S Z c01構築状況 (北 より)

Ⅶ区 S Z c01前面漆椀出土状況 (北 より)

図版38 Ⅷ区 全景 (上 より)

Ⅷ区 全景 (上 より)

図版39 Ⅷ区 全景 (上端はS X c34、 上より)

Ⅷ区 全景 (上 より)

図版40 Ⅷ区 全景 (左端にS Z c01、 西より)

Ⅷ区 全景 (西 より)

Ⅷ区 全景 (手前は S X c34、 南より)

Ⅷ区 全景 (北西より)

図版41 Ⅷ区 S Z c01全景 (西 より)

Ⅷ区 S Z c01全景 (北 より)

図版42 Ⅷ区 S Z c01構 築状況(右側の板石群はSX
c35、 36、 西より)

Ⅷ区 S Z c01全景 (西 より)

図版43 Ⅷ区 S Z c01構築状況 (北東より)

Ⅷ区 S Z c01構築状況 (北 より)

図版44 Ⅷ区 S Z c01全景 (北東より)

Ⅷ区 S Z c01前面土層堆積土 (南西より)

図版45 Ⅷ区 S Z c01前面堆積土及び裏込 (東 より)

Ⅷ区 S Z c01前面堆積土及び裏込

(北西より)

図版46 Ⅷ区 西壁 (南東より)



Ⅷ区 中央ベル ト(南西より)

図版47 Ⅷ区 S A c06完掘状況 (南 より)

Ⅷ区 S A c07、 08検出状況 (南 より)

図版48 Ⅷ区 S P c346(S A c06)礎 板検出状況

(東 より)

Ⅷ区 S P c348(S A c06)礎 板検出状況

(東 より)

Ⅷ区 S P c349(S A c06)礎 板検出状況

(東 より)

Ⅷ区 S P c362、 363(S A c07)土 層堆積状

況 (西 より)

Ⅷ区 S P c358(S A c08)土 層堆積状況

(西 より)

Ⅷ区 S P c359(S A c08)土 層堆積状況

(西 より)

Ⅷ区 S X c18土層堆積状況 (北 より)

Ⅷ区 S X c18全景 (北西より)

図版49 Ⅷ区 S E c05完掘状況 (南西より)

Ⅷ区 S E c05半裁①(南西より)

Ⅷ区 S E c05、 06全景 (西 より)

Ⅷ区 S E c05半裁②(南西より)

Ⅷ区 S E c06全景 (南 より)

Ⅷ区 S E c06(東 より)

Ⅷ区 S X c19全景 (南 より)

Ⅷ区 S Z c01前面鯨骨出土状況 (南東より)

図版50 Ⅸ区 第 4面遺構完掘状況 (南 より)

Ⅸ区 第 4面遺構完掘状況 (南西より)

図版51 Ⅸ区 第 3面遺構検出状況 (南 より)

Ⅸ区 第 3面完掘状況 (南西より)

図版52 Ⅸ区 西壁土層堆積状況 (東 より)

Ⅸ区 西壁土層堆積状況 (東 より)

図版53 Ⅸ区 東壁土層堆積状況 (西 より)

Ⅸ区 S X c28全景 (西 より)

Ⅸ区 S X c26全景 (北東より)

Ⅸ区 S X c28土層堆積状況 (北東より)

Ⅸ区 S X c26土層堆積状況 (北西より)

図版54 Ⅸ区 S K c31全景 (南東より)

Ⅸ区 S K c33土層堆積状況 (東 より)

Ⅸ区 S K c33全景 (北東より)

Ⅸ区 S P c533遺物出土状況 (北 より)

Ⅸ区 S E c09全 景 (北 より)

Ⅸ区 S E c10全景 (北西より)

Ⅸ区 S E c09全景 (北 より)

Ⅸ区 S E c07全景 (西 より)

図版55 X区  北壁土層堆積状況 (南 より)

X区 全景 (北東より)

X区 南壁土層堆積状況 (北 より)

X区 全景 (南西より)

図版56 Xtt SPc559(S A c09)根 石検出状況

(北 より)

X tt S P c562(S A c10)柱 根検出

'大

況

(ゴヒより)              .
Xtt S P c563(S A c10)柱根検出状況

(北 より)

X tt S P c571(S A cll)完 掘状況(南 より)

X tt S P c568(S A cll)完 掘状況(南 より)

Xtt S P c573(S A c12)根 石検出状況

(南 より)

X tt S K c47～ 49土層堆積状況 (南 より)

X tt S D c14土層堆積状況 (南 より)

図版57 Xtt SDc14全景 (北 より)

X tt S E cll半 裁 (東 より)

X tt S E c12土層堆積状況 (北 より)

Xtt SEcll全景 (北 より)

Xtt SKc40全景 (北東より)

図版58 測区 東壁土層堆積状況 (西 より)

測区 全景 (上 より)

図版59 測区 全景 (北 より)

測区 S E c13全景 (南東より)

測区 S E c14全景 (北東より)

測区 S E c13土層堆積状況 (南東より)

測区 S E c14土層堆積状況 (南 より)

図版60 Xtt SXc30全景 (北西より)

X tt S X c30遺 物出土状況 (北西より)

図版61 Xtt SXc30遺物出土状況 (南西より)

Xtt SX c30遺 物出土状況 (南東より)

Xtt SXc30遺物出土状況 (北東より)

Xtt SXc30遺物出土状況 (西 より)

Xtt SXc30遺物出土状況 (南東より)

図版62 Ⅸ区 S X c31全景 (上 より)

Ⅸ区 S X c31全景 (南東より)

図版63 Ⅸ区 S X c31全景 (南 より)

Ⅸ区 S X c31土層堆積状況 (東 より)

Ⅸ区 S X c24和鏡出土状況 (南東より)

Ⅸ区 S X c24完掘状況 (西 より)

Ⅸ区 S X c24土層堆積状況 (南 より)

図版64 Ⅷ区 S X c34全景 (北東より)

Ⅷ区 S X c34全景 (南東より)

図版65 Ⅷ区 S X c34全景 (北東より)

Ⅷ区 S X c34全景 (東 より)

Ⅷ区 S X c34土層堆積状況 (北西より)

Ⅷ区 S X c34土層堆積状況 (西 より)

Ⅷ区 S X c34土層堆積状況 (西 より)

図版66 Ⅷ区 S X c41土層堆積状況 (北東より)

Ⅷ区 S X c35全景 (北西より)

Ⅶ区 S X c42全景 (南 より)

Ⅷ区 S X c36土層堆積状況 (西 より)

Ⅶ区 S X c42完掘状況 (南 より)

図版67 Ⅶ区 S X c46全景 (北東より)

Ⅶ区 S X c46土層堆積状況 (北西より)



Ⅶ区

Ⅶ区

Ⅶ区

Ⅶ区

Ⅶ区

Ⅶ区

図版68 1区
I区

S X c43土層堆積状況 (南 より)

S X c46土層堆積状況 (南 より)

S X c47全景 (北西より)

S X c47土層堆積状況 (東 より)

S X c48全景 (北西より)

全景 (上 より)

S X c49全景 (西 より)

S X c49全景 (東 より)

図版69～ 111 近世遺構ほか出土土器 。陶磁器

図版112～ 120 近世遺構ほか出土瓦

図版121～ 131 中世遺構出土遺物

図版131 攪乱出土遺物

図版131 S X c13・ 14出 土貝類

図版132～ 138 京・信楽系陶器



観 察 表



凡 例

1.土器・陶磁器の名称は以下のようにそれぞれ略して記載した。

弥生土器 :「弥生」 土師質土器 :「土質」  瓦質土器 :「瓦質」   須恵器 :「須恵」

黒色土器 :「黒色」 吉備系土師器 :「吉備」 東播系須恵器 :「東播」 瓦器 :「瓦器」

中国産 :「 中国産」 朝鮮王朝 :「朝鮮王朝」 肥前系 :剛巴」     備前 :「備前」

京 。信楽 :「京信楽」 瀬戸・美濃 :「瀬美」  軟質系施釉 :「軟質施釉」 施釉陶器 :「施釉陶」

堺 。明石系 :「堺 。明石」

2.胎土は含有鉱物の種類を略号で表記 した。「石」は石英 。長石、「雲」は雲母、「角」は角閃石、「黒石」は黒色石粒、

「赤」は赤色粒、「火」は火山ガラスを示す。また、全体の砂粒密度を「粗」・「やや粗」。「中」・隔田」。「微」の 5段階

に分け、それぞれの含有鉱物における粒径を「大」(211m以上)、「中」(1～ 1。 9nlm)、「小」(0。911m以 下)、 その含有量を

「多」。「普」。「少」に区分した。こうした分類に基づき、その組み合わせで胎土を観察した。「粗 ;石小少、雲中普、

赤大多」とあれば、素地の砂粒密度は粗 く、含有鉱物としては0.911m以 下の粒径の石英 。長石が少量、 1～ 1.911mの

雲母が普通、 2 nlm以上の粒径の赤色粒が多 く混じる胎土ということになる。

3。 焼成は全体を「硬」。「やや硬」。「良」。「やや軟」。「軟」の 5段階に区分した。但し、磁器・施釉陶器に関しては、

記載を避けた。

4.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖1992年

度版』を参照した。その記載方法としては、土師質土器・瓦器 。瓦質土器等に関しては、断面色調・外面色調・

内面色調、釉薬を認める陶磁器については、胎土の色調・釉薬の色調・呉須ないし上絵の色調をそれぞれ記載

している。

5。 残存率は完形品に対する実物の割合を記載している。

6.製作年代については、肥前系陶器 。磁器に関しては、佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二氏にご教示を頂いた。

その他の土器・陶磁器については、以下の編年に依拠する。

備前摺鉢 :乗岡2000 瀬戸・美濃系陶器 :藤澤1993 中国産磁器 :横田・森田1978、 山本1995

堺・明石系摺鉢 :白神1992 和泉型瓦器 :尾上1983 吉備系土師器 :山本1993・ 1997

東播系捏鉢 :森田1995 土師質土器焙烙 :佐藤2001

7.瓦 に関しては、各器種別に示 した。法量や珠文数に関しては、残存 しない箇所を推定したものについて、 ()

付きでその数値を復元した。また、軒丸瓦・軒平瓦等に関しては、高松城跡 (西 の九町B地区)の整理を行った

佐藤竜馬氏の分類を記載 した(佐藤2003刊 行予定)。 その同定に際しては、佐藤竜馬・佐々木博子両氏の手を煩

わせた。
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ｍ
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製

ギ
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単
郡

ギ
＃
８

１
９

，

野
冬
卜
を
０
紐
職
機

＋
Ｓ
暉
刹
撃

騒
＋
目
０
輯
―
＋
侵
暉
判
曽

拙
軽
ユ
饉
綱
値

躙
誕
ｅ
挙
饉
曰
ユ
経
個
植

Ｘ
涎
模

′メ
響
叫

一〓
熙

メ
申

鮮̈
＝

メ
憚
＝

一鮮
引

●
憚
匈
拭

．澤
区

＋̈
租

慶
綱
恒
）
●
メ
憚
掛

一銀
＝

メ
繹
叫

一ｔ
米

卜
颯
）
繊
爛
押
メ
即

一翠
引

メ
禅
叫

〓̈
報

メ
即

〓̈
離

メ
却

〓̈
紫

‐ト
ト
響
回

メ
憚
叫

〓̈
嫌

Ｘ
撃
Ｒ
目

撰
囃

騒
モ
ｅ
論
聴
口
↑
・̈
卜
暮
回

‐ト
ト
懸
回

劇
車
部

熙̈
蝋

Ｊ
憮
罫

熙̈
蝋

３

轡
珊
絲
）
］
噂
餃

０
ヽ
Ｌ
９
綱
憔

纂̈
引

（Ｄ
●
訓
籠
）囀
噂

一ヽ

０
口
０
岬
』
章
罫

０
ヽ
α
９
Ｊ
憔

一懇
調

（Ｄ
■
調
籠
）
０
鞘
・睫

りヽ

α
９
０
憔

一鯉
召

Ｎヽ

ン
Ｏ
Ｎ
劇
枢
“
理
一認
糧

゛
肛
謡
一熙
蝋

硼
章
罫

熙̈
駅

Ｊ
肛
罫

熙̈
駅

Ｊ
章
製

一熙
蝋

（需
Ｊ
旧
意
Ｅ

′憾
躍
Ｎ
嗣
Ｊ

↑
ゝ
＞
０
０
ト
ロ
区
嵯
）
撰
撻
肛

一薫

↑
ヽ
＞
０
り
Ｊ
Ｋ
・ヽ

いヽ

罫
）
纂
輝
皐

意̈

澤
罫
判

К̈

撰
諄
暉

一意
К

撰
罫
旧

一意
К

３
ゝ
ン
リ
Ｊ
□
区
）
凛
区

一燎
Ｅ

貧
卜
＞
ｏ
ト
ロ
側
К
）
撰
』

ま̈
ｇ

撰
部
製

一意
Ｅ

↑
ゝ
ン
０
り
Ｊ
К
・ヽ
―
いじ

晨
噂
懸

む
車
撰
選
章

一ｇ

凛
謡
興

一意

一ヽ

∝
ン
９
Ｊ
区
颯

引
墾

０
‘
畔

一轟

０
そ
畔

一尋

持
性
饉

母
駅
乖
“
撻

■
凶

ご

９
柾

ご

，
日

卜
ヽ
日

ぶ
９
糎

′
〕
９

百

ヽ
■
撻

‘

９
担

κ
９

ど

Φ
ヽ
ｕ

ｒ

望
恒

′
一
９

ロ

∞
ヽ
撻

′
〕

，
柾

ざ

９

ロ

一
？
撻

ぎ

ヽ
恒

ご

？
ロ

０
■
嶼

′
一
９
江

ご

ｑ

ロ

撻

′

撻

´
∞
ヽ
柾

ざ
■

∞
，

撻

ギ

望
柾

ざ

？
ロ

墨
〓
紫
・撻
章

出
一

燿
こ
艦
・籠
章

出
一

Ｓ
欄
セ
熙
・韻

出
一

爆
〓
紫

・墾
２

出
一

口
螺
，霰

占
一

Ｅ
・米
岬
候

Ｅ
・米
岬
條

燿

・Ｅ

・靭
岬
薇

燿

・蜜
・縣
岬
掻

塔

・盤

・撃
＝

躍

Ｅ
・離
岬
候

澪

Ξ

・撃
＝

澤 躙
〓
米

・繹

出
」

削
〓
懇
・趨
章
出
嘔

長
く
く
・趨
に

出
暉

口
恕
単
〓
紫
・趨

出
¨

口
無
興

・頷
個
出
一

叩
準
錮
迎
騨
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＝
樫

榊
〓
台
〓

羅
厳
書
引
昨
申

伸
瑠
「ヽ

ホ
」
里
論
閻

繹
ま
十
卜
旧
そ

架
〓
い
ヽ
つ
嘆
里
Ｏ
■
や
〓
劇

撰
康
Ｅ
■
値

Ю
酵
袖
澪
む
景
〓
口

揃
罹
躍
〓
口

挙
騨
Ｈ
吊
噂
ロ

撰
ま
千
輸

撰
礫
殿
撻
●
伽
神
■
値

ｓ
ｅ
訃
＞
ユ
縮
撻
望
樫
〓
韻
中
価

●
「Ｋ
十
日
」伸
剛
乖
鰤

瞑
中
柾
縮
画

く

′Ｓ
朧
神
総
日
里
腟
卜
０
壼
量
せ

和
難
К
■
●
書
や
千
せ

絆
部
Ｃ
雙
駅
＝
旧
短
ユ
署
引
千
こ

壇
ｔ
墨
里
離
習
縣

ロ

醒
ま
鑑
習
噂
ロ

（腟
卜
Ｓ
ひ
総
暉
綾
悪
＝
卑
ユ
薇
腱

螺
枷
話

ギ
｝０
０
韓
里
釧
昨
掏
暉
Ｈ

ぶ
い
‘
せ
慄
出
罫
時
ｅ
旧
Ｅ
輸
量

ポ
沐
拠
）
回
薫

皆
嘔
怪
黎
肛
口

番
瞑
侵
事
肛
口

０
糞

押
旧

′⊃
卜
劇
里
択
卜
世
縮
著
嚇

回

澱
簗
Ｓ
挙
目
超

ヨ
熙
里
壼
罫
疑
乖
櫛

係
―
樹
■
騨
刹
Ｐ

係
―
駅
〓
暉
判
ロ

●
軍
姜
∞
報
・職
墜

雷
副

口
■
駆
彙
ｍ

悩
副

口
＃
曙
鼻
ロ

蒙
ヾ
製
颯
廿
嘩
Ｅ
眠

０
メ
縦
杯

一銀
川

′メ
即
）銀
卜
Ю
“
ユ
喫
側

絆
憂
塩
鮮
倒
Ю
“
里
喫
佃

押
塵
Ｅ
騨
回
や
ヽ
里
喫
硼

ひ
畿
拭
―

（暉
）
騨
曰
‘
早

０
メ
響
糾

議
壕

ｍ
＝
震
二
０
柾

（挙
士
章
⊃
颯
）
撰
噂

Ｆ
К
卜
薇
―

′―ト
ト
暮
回

引
刺
↑
ヽ
一
ミ
職
雄

＝
剣
↑
・ト
ト
響
回

論̈
雌

ロ

撰
理
↑
（瞑
）ヽ
一
■
・̈
卜
憚
回

ぺ
拘
〓
卑
↑
・̈
卜
単

一詭
せ

卜
蝉
↑
ぺ
や
監
理
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縣

ロ

ぺ
拘
無
理

＋̈
＝
景
最

い
卜
↑
ぺ
約
二
理

一縮
噂
ロ

―ト
ト
嬰

一＋
卜
乖
量

―ト
ト
↑
ぽ
掏
駐
理
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嚇
ロ

Ｌ
卜
↑
Ｒ
拍
繁
聖
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噂

ロ

沢
拘
監
理
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せ

―卜
ｔ

論
噂
ロ

‐ト
ト
↑
沢
拘
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理

一綸
騨
ロ

―卜
■
輝
回
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噂

ロ

卜
響
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嘩
ロ
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ト
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回
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噂
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捻
慄

Ш
台
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Ｎ
ぼ

揃
悪
潔

ｍ
ｅ
製
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颯
眠
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需
撰
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製
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颯
賦

遷
●
Ｅ
鮮
回
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ユ
喫

側
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卜
暮
回

‘
轟
杓
眼
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む
響
ヽ
い
К

卜
螂
興
“
晏
睛
撃

ぐ̈
颯
ば
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Ｓ
里
千
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ト
響
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側
↑
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卜
響
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や
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ト
ト
騒
↑
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韻
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０
蹂
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↑
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卜
騒
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ト
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量
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吊
噂
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―ト
ト
峰

一縮
Ｋ
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ｔ

縮
暉
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―卜
ｔ

論
聴
ロ
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ト
響
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い
卜
暮
回

い
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響
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ン
リ
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よ
ヽ
区

蝉̈
塔

劇
・ヽ

い
一
区

ギ
一車
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颯
躍
噂

３
ヽ
α
ン
９
硼
駆
枢
３
「
ユ
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撰
区

Ｅ̈

０ヽ

ビ
ン
ゆ
口
鰹
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罫
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卜
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雄
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痙

８
ヽ
∝
＞
０
卜
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駆
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撰
ぶ
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引
最
せ
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К

貧
ヽ
ビ
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区
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撰
麟
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嚇
口
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で

ヽ
メ
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ｏ
Ｎ
ロ
ピ
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よ
ヽ
罫
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区
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書
嚇
ロ

３
ヽ
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＞
ゆ
卜
綱
駆
）
黒
轟
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鸞

口
末
К

貧
ヽ
メ
リ
ヽ
国
□
区
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晨
К

薫̈
Ｅ

翼ヽ

９ゝ

α
＞
ゆ
Ｎ
Ｊ
暉
憔
罫

一千
せ
女

，
さ
“
ン
リ
Ｎ
口
駆
憔
二
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ユ
一モ
縣

口
意

り
ヽ
α
９
口
恭

Ｅ̈

滲:

el鯉
颯憔

導 轟

ヽお
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ン
リ
劇
口
区
枢

一意

営罵
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ミ
盤

，
９
Ｊ
興
枢
製

一ま
К

ヽ
２
＞
０
ト
ロ
即

一薫
ｇ

（引
設
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需
Ｊ

ヽ
∝
メ
９
綱
区
盟

Ｎ
卜
＞
ゆ
Ｎ
口
楓
ば

Ｒ
２
メ
９
岬
即
楓
３
“
里

∞
ヽ
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メ
ゆ
Ｎ
硼
駆
“

０
ヽ
α
９
綱
駆
憔

０
ヽ
α
９
Ｊ
米

ｏ
ゝ
“
＞
９
岬
理
概
悩

ｏ
ヽ
メ
Ю
Ｎ
Ｏ
楓
裏

榊
冬
陣
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細
Ｋ
Ｉ
‘
博

書̈
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そ
畔
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―
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陣
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蜘
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憔
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０
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■
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Ｎ
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中
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千
撻
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ロ

∞
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撻

∞
ゝ
縮
凹

劇
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ご
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ロ
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９
撻

“

摯
忙

κ

Ｒ

ど

０
９
凹
ぎ
９
柾
ギ
望
ロ

∞
●

担

ぎ

ヽ
柾

ざ

，

ど

０
■
画

κ

？
極

ご

望
ロ

一
摯
ｕ

′
一
ヽ
鞭

κ

９

百

寸
〓

凶̈

ご

ヽ
柾

ご
，

ど

り
●
柾

ぎ

〓

８

一撻

′
一
ヽ
恒

“
■

日

一
曖
曇

κ

■
恒

ぎ
”

ロ
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理

製
側
）に

叩

験
榊
・Ｅ
・爆
処
候

瞑
引
・盤

・獣
岬
低

県
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・喘
鯉
侵

蜃
＝

・Ｅ
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壌

ｍ
騨
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一

■
胸
・置

器
層
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く
Ｋ
稲
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疑

翻
く
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疑
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即
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樫

県

・握
撻

彗
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撻
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崚

壌

屋
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整

＝
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・澤
契
肛
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蒙
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＝
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製
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＝
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＝
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製
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＝
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姜
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響
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錮
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瞬

?
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撃

目
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罫
里
軍
痙
♀
♀
騨
ま
乖
鶴

撫
〓
畿
里
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ロ

や
ト

榊
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撃
ユ
旧
痙
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噂
口
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日
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ｅ
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』
瑯
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燿
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ロ
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Ｉ
「
Ｎ
）
お
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騒

二
恒
築
世
翌
Ｆ
Ю
゛
里
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Ｅ
尽
「腟
頸
尋
期
出
薫
豪
ヽ
ス
ト
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ミ
潔
Ｅ
縮
雌

ロ

（К
Ｉ
「
Ｎ
）
３
母
塁
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柵
雛
）
Ю
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経
網

０
輝
副
ｅ
怪
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ユ
Ｒ
川
乖
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嘩
ロ
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瞑
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量
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３
側

撫
〓
騒
二
乖
署
嚇
ロ

３
ヨ
お
“
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響
騨
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罫
翠

ひ
£

属

撰
輩
〓
劇

繹
ま
乖
撻

撫
〓
全
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〓
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佃
江

怪
口
ヽ
日
↑
゛
〓
副
）憚
緑
綸
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ロ

Ｋ
漢
量
＋
Ｋ
ｅ
ｔ
蝉
＝

田
掟

卜
製
や
機
翻
里
痙
メ
却
Ｃ
ｔ
修

凛
巌
駆
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い
眠
晏
旧
痙

澤
業
＋
卜
゛
粂
撻
↓
恒

翠
廿
輩
郡

野
＋

日

，
熙
暉
刹
曽

―
＋
Ｓ
暉
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一

継
〓
―
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認
撃
撃
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瓢
”
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軍
刹
曽
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懸 《
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口凹

⊃
Ｓ
素
暮
回
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適

―ト
ト
暮
回

薇̈
軽
ロ

―ト
ト
早
Ｓ
“
す
漏

い
一
Ｉ
Ｒ
他
鞣
聖

―ト
ト
′・‐ト
ト
軽
↑
沢
拘
彙
”

ぺ
拘
蠍
理
↑
田
駐
一縮
撻

―卜
一
日
哩
乖
量

暮
回
↑
沢
杓
繁
理

一吊
堆

引
⊃
創
↑
（長
卜
い
て
暮
回

引
ひ
側
↑

長ヽ
ヽ
い
‘
聟
回

●
メ
＝

，メ
絆
塁

一饉
「

メ
Ｓ
撫

〓̈
継

メ
却

一〓
漱

メ
即

一〓
紫

メ
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也

一〓
潔

（Ｅ
“
恒
）岬
栗

〓̈
熙

Ｘ
遜

′メ
叫
業

一ｔ
鯉

メ
「
ｍ
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刑
撻
昨
昌

一〓
熙

撃
ｂ
褻
旧
意
）
′メ
榔

一セ
鯉

Ⅸ
鴨
暉
）
軍
日
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紫

単
）
メ
憚

′メ
報

〓̈
饉

‐ト
ト
暮
回

職 乖 ‐ト
ト
騒

Ｌ
卜
．・̈
卜
輝
↑
沢
拘
彙
理

爆
田
監
一綸
撻

恒
Ｒ
よ

↑
ぺ
杓
監
雲

一輸
せ

‐ト
ト
↑
ぽ
●
繁
聖

一景
せ

＝
３
剰
１
・̈
卜
暉
回

嚇§
筆ヨ

引
い
測
↑
・Ｌ
卜
響
回

‘
⊃
摂
後
く
颯

（平
騒
）
禅
休
＝

一で
颯
ぼ

メ
難
択
日
一ｔ
熙

メ
や
旦
モ
国
賦

〓̈
鯉

岬
卓
潔

一熙
蝋

∞
ヽ
α
ｎ
卜
Ｊ
恭

一こ
翠

∞
ゝ
∝
ン
リ
ヽ
国
岬

ｔ̈
懇

一ゝ

ｍ
Ｏ
Ｊ
К
権

（需
口
旧
ま
К

′樵
凛
ヽ
需
ロ

りヽ

∝
ン
リ
ロ
理

一意
К

ここ

興鯉

り
ゝ
∝
＞
ゆ
綱
理

薫̈
Ｅ

∞
ゝ
“
＞
ゆ
Ｎ
綱
興

一薫
ｇ

一ヽ

ビ
ン
Ю
Ｎ
劇
区
憔
罫
一К

↑
ヽ
＞
９
劇
佃
区
）
繹
趨

側

意̈
К

撰
田
製

一ま
Ｅ

辞
罫
躙
（ま
く

ト
ン
０
リ
ト
ロ
区
嚇
罫
）
澤
譴
車

意̈
К

含
ヽ
ン
０
９
岬
区
唯
罫
）
撰
裡
憮

珠̈
К

撰
罫
畑

一ま
К

辞
罫
興

一意
Ｅ

澤
罫
興

一章
ｇ

↑
ヽ
メ
ゆ
Ｊ
口
“
）
畢
К

一董
К

↑
ヽ
メ
ｏ
り
Ｎ
Ｊ
』
・ヽ
―
い一
語
）
繹
区

意̈
К

く
２
お

Ｎ
口
興

゛
∝
＞
ゆ
卜
岬
区
翠

や
ヽ
“
＞
り
Ｎ
Ｏ
駆
憔
３
“
■

金

マ́
憔

′全
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遺構写真図版



図版 1

I tt S Z o01全景 (上より)

I tt S Z c01全景 (西 より)
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図版 2

I tt S Z o01全景 (南西より)

S Z c01屈 曲部 (北東より)

-60-



図版 3

I tt S Z c01屈 曲部 (西より)

I区 S Z c01裏込 (北より)

ふ

I tt S Z o01構築状況 (南西より)

I tt S Z c01構築状況 (西より) S Z o01裏込とS X o49(北 より)
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図版 4

Itt SXc01、 02と S Z o01全景 (南東より)

I区 第 2面 (S B c01と S D c01)全景 (上より)
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図版 5

I tt S B c01と S D c01全景 (南 より)

I tt S B c01と S D o01全景 (西 より)
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